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屋久島の自然素材を使って製作遊びを楽しもう！ 

まるりんや仲間たちのぬりえやシールを使って、 
自分だけのうちわで夏休みを涼しく過ごそう！ 

持続可能な社会について親子で考えよう！ 

※定員２０名（先着順）事前申込はこちら→ 

その他のイベント 
■頂上を目指せ！屋久島クエスト 
■まるりんスクラッチくじ 
■まるりん撮影会 
 9:30～と13:30～にまるりんが登場するよ♪ 
 一緒に撮った写真で缶バッジを作ってプレゼント 

9:00～17:00 
屋久島環境文化村センター 

７ 日 / 



～夏休みの宿題、自由研究にご活用ください～

財団の情報をいち早くお届けします。
フォローはこちらから→

屋久島環境文化財団 で検索

文化村センター・研修センター｜７月・８月の休館日

７月７日(月)のみ

８月31日までは夏休み期間のため毎日開館しています

まるりんクイズ

屋久島が世界自然遺産に登録される少し前、屋久島

に住む人々で決めた約束があります。この約束を「屋

久島憲章」といいます。

昔から屋久島の人々は木を切って暮らしていました。

しかし、このままでは森がなくなってしまうと思った

人々は、豊かな自然を守りながら、ずっと屋久島で暮

らし続けていくために４つの目標をたてました。その

目標の一つに「いつでもどこでもおいしい水が飲める

水環境を守ること」があります。

屋久島は雨が多く降り、川を流れて海へ出ます。こ

の水の循環が屋久島の豊かな自然を作っています。私

たちの暮らしにも水はとても大切です。

屋久島の自然を守るために、みんなで

豊かな水環境を守り続けていきましょう。

屋久島環境文化財団では、学習支援、探究活動に生かせる施設や取り組みをご用意しています。

屋久島は“水の島”

おいしい水を飲み続けるために。
屋久島の周りには黒潮が流れています。

黒潮とは海の流れのことで、その流れに乗ってい

ろんな魚や、海の生き物が屋久島にやってきます。

そのため、屋久島では昔から漁業が盛んで、トビ

ウオ漁やサバ漁が行われています。トビウオは胸

にあるヒレがとても大きく、羽のようになってい

るため、海の上を飛ぶことができます。

＜問題＞

トビウオは海の上を何ｍ飛べるでしょうか？

① 約10m ② 約100m ③ 約1,000m

正解は、まるりん通信『９月号』で発表！

または屋久島環境文化村センター展示ホールへ！

５月号のまるりんクイズの答えは「①山姫」でした！

■自然ライブラリー（屋久島環境文化研修センター：無料）

屋久島や環境学習に関する書籍がたくさんあります。学習スペースもあるので

ゆっくり調べ学習をすることができます。ご利用時は受付にお声がけください。

■7000年の森（屋久島環境文化研修センター：無料）

研修センター敷地内の森で、昆虫採集や季節の植物観察が自由にできます。

今の時期はヤマモモの実がなっているかも？虫刺されにはご注意を！

■ガイドブック（屋久島環境文化村センター／屋久島環境文化研修センター）

コケや昆虫、海辺の生き物など様々なガイドブックを発行しています。

文化村センター、研修センターで購入が可能です。ぜひ読んでみてください。

■屋久島里めぐり（屋久島里めぐり推進協議会：小学生500円、中学生1,000円）

集落の歴史や文化を、語り部さんにじっくりと説明してもらうことができます。

夏休みの思い出にご家族やお友達と一緒に参加してみませんか？

くろしお

まるりんと仲間たち

とびくん


